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1 内容はそもそも重なっている
「学校経営と学校図書館」
1. 学校図書館の理念と教育的意義
2. 学校図書館の発展と課題
3. 教育行政と学校図書館
4. 学校図書館の経営(人、施設、資料、予算、評価等)

5. 司書教諭の役割と校内の協力体制、研修
6. 学校図書館メディアの選択と管理、提供
7. 学校図書館活動
8. 図書館の相互協力とネットワーク

1



「学校図書館サービス論」
1)学校図書館サービスの考え方と構造
2)学校図書館の環境整備(利用案内、配架・案内表示、
展示・掲示、修理・製本)

3)学校図書館の運営(年間運営計画、基準・マニュアル
類、記録・統計、会計・文書管理)

4)学校図書館利用のガイダンス
5)資料・情報の提供(利用案内、貸出、予約サービス、
資料紹介・案内、資料相談)
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6)児童生徒への読書支援(図書館行事、図書リスト、読
書推進活動、読書相談)

7)児童生徒への学習支援(教科等の指導に関する支援、
特別活動の指導に関する支援、情報活用能力の育成に
関する支援)

8)特別の支援を必要とする児童生徒に対する支援
9)教職員への支援(資料相談、情報提供、教材準備に関
する支援、ティームティーチング)

10)広報・渉外活動(学校図書館便り、HPの活用、学
校行事等との連携)
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「学習指導と学校図書館」
1. 教育課程と学校図書館
2. 発達段階に応じた学校図書館メディアの選択
3. 児童生徒の学校図書館メディア活用能力の育成
4. 学習過程における学校図書館メディア活用の実際
5. 学習指導における学校図書館の活用
6. 情報サービス(レファレンスサービス等)

7. 教師への支援と働きかけ
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• 経営「7. 学校図書館活動」と
「学校図書館サービス論」全て
← “図書館活動”と“図書館サービス”の違い?
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• サビ「7)児童生徒への学習支援」と、
指導「5. 学習指導における学校図書館の活用」
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• サビ「9)教職員への支援(資料相談、情報提供、
教材準備に関する支援、ティームティーチン
グ)」と、
指導「7. 教師への支援と働きかけ」
← 当然、教科書の内容も重なってくる
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2 いろんな履修パターンがある
• モデルカリキュラム履修者は「学校経営と学校
図書館」「この科目」「学習指導と学校図書館」
の3科目とも受ける
← 内容は他の科目と重ならないほうが良い

• 司書教諭履修者はこの科目は受けない
← この科目を受けなくても成り立つように

• 司書課程とこの科目だけ受ける履修者も
← 他の学校図書館科目を前提にもできない
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3 各教科書の印象
• すでに4種類出ている
• 基本的には単品で出ている
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3.1 青弓社
小川三和子. (2018.4).

• 元司書教諭
• (岡田には)“SLAの人”のイメージ
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3.1.1 他科目で扱う内容が多い
• 第1章が学校図書館史(p.15–21)

• 第2章、第3章に資料論(p.23–26, 43–47)

• 第3章にNDC (p.34–37)

「1冊の本に複数の分類記号を与える分類を
「書誌分類」といいます(p.36)」

• 第4章に選書(p.67–69)

• 第9章が「探究的な学習の支援」(p.113–130)

• 第13章が「公共図書館と学校図書館の連携・
ネットワーク」(p.162–165)
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• 著者も重なっていることは分かっている
→「既習事項ですが」「学校図書館サービス論
の観点から見直してください(p.34)」

• 重なっていてうまくいっているところはある
–「利用者が求める資料にきちんとたどりつけ
るように、書架分類をどれにするか見極める
(p.36)」

– 絵本は画家順が多かったが最近は書名順もあ
る(p.38)
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3.1.2 学校図書館観
•「学校司書は「本の専門家」(p.67)」
•「学校図書館は貸出も指導の一環だと思ってい
ます。怖いお話ばかり借りている児童には、
「心がほっとするような本も借りてごらん」と
助言したり(p.81)」

•「中学校や高等学校でも、ライトノベルや偏っ
た読書傾向による本ばかり好きに任せて読ませ
るのでなく、(略)指導が必要です(p.81)」
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•「(児童が)自分で返却するときはラベルを見て
返却するように指導(p.38)」

•「ラベルを見て、分類記号・図書記号順に正し
い場所に戻す指導が重要です(p.80)」
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3.1.3 プライバシー
•「いまでは、個人情報を重視する観点からも代
本板は使っていません」
「代本板を使用している学校は、管理職にも相
談して貸出方法を変えましょう(p.80)」
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3.1.4 学校司書/司書教諭の分担
•「学校図書館経営計画立案は、主に司書教諭の
仕事です(p.54)」

•「学校図書館を活用した教育活動の企画・実施、
読書指導計画・情報活用指導計画の立案(略)

は、司書教諭がおこないます(p.54)」
•「学校図書館経営計画や情報活用能力育成計画
など、学校教育そのものに関わることは主に司
書教諭(p.55)」
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• 情報活用能力育成計画は「学校司書も気づいた
ことなどの意見を出し、作成を支援(p.56)」

•「学校図書館業務計画などの運営計画は主に学
校司書が携わります(p.55)」
が、主に司書教諭が作る計画はp.57–66まで
載っているが、主に学校司書が作る計画は1

ページも載っていない
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• ガイダンスは「授業としておこなうことがほと
んどです。授業者はあくまでも教員であり、学
校司書は、そこでは専門性を生かして支援をす
る(p.73)」

•「忙しい教員が図書委員会の指導を学校司書任
せにすることがないように、日頃から学校司書
と教員の連携のあり方を追求する姿勢をもつ
(p.111)」

• 学校図書館だよりは「「学校図書館部」「学校図
書館」などが発行者になるでしょう(p.154)」
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•「レファレンスサービスは、学校司書の腕の見
せどころです(p.83)」
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3.2 樹村房(後藤)

『学校図書館サービス論: 現場からの報告』
後藤敏行. (2018.11).

•「抽象的なサービス論と現職者用のマニュアル
の、いわば中間を取ることにした。(p.iv)」

• 現場の学校司書へのインタビューが多い

20



3.2.1 学校司書の裁量が大きい
• 利用案内(p.6–16)を誰が作るかは書かれてい
ない

•「学校図書館便りは、学校司書や複数の教職員
が作る(p.43)」のと、図書委員が作るのがある
「勤務校では私がひとりで全部担当しています
(p.44)」
「私が作って、司書教諭の先生と管理職の先生
が内容を確認し(p.44)」
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• 年間運営計画は学校司書が作る(p.54)

•「——行事などに合わせて展示する際、その行
事の担当の先生とご相談したりは?

しない、しない。それはもうタイミングが全て
です(p.39)」

•「学校司書が実質的に図書委員会の指導をして
いる点にも注目したい(p.119)」

•「建前上は先生ということになっていますが、
勤務校では実質的に、図書委員会の指導も私の
仕事です(p.119)」
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3.2.2 プライバシー
•「ただし、「児童生徒が何を借りているか、教員
に対しても知らせたくはない」という点には、
議論の余地がある。例えば、自殺に関する図書
を(略)(p.79)」
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3.2.3 2職制問題について触れられる
• 開館時間(勤務時間)に関するインタビュー
(p.62–68)

3.2.4 学校司書/司書教諭の分担
そもそも司書教諭がほぼ出て来ない
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3.3 樹村房(学図研)

『学校司書のための学校図書館サービス論』
学校図書館問題研究会. (2021.2).
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•「「学校図書館と学校図書館」と内容が重なると
ころはあるが(略) 「支援」として述べたとこ
ろに違いがある(p.vii)」
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3.3.1 塩見昇の理論に基づく
•「一人ひとりの資料要求に応えることが学校図
書館サービスとしての一番の意義です。(p.10

篠原)」
•「学校の図書室=本のある特別教室(学校に数あ
る特別教室の1つ)という受け止めが今も学校
関係者の中に根強い」「図書館が単なる場所や
設備できなく、はたらきとして存在する (p.iii

塩見)」

27



3.3.2 他科目で扱う内容
• 探究学習についてたくさんある(p.100–110)

• 探究学習で「学校図書館が児童生徒にどのよう
な支援をしたらよいのか(p.104 松井)」

• 選書や資料論の話がたくさんある「収集方針と
選択・除籍基準(p.26–32)」「図書館資料の整備
(p.59–70)」

•「学校図書館サービスと著作権」の章がある
「「ねらいと内容」には含まれていないが、学校
図書館サービスを行う上で大切(p.viii)」
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3.3.3 プライバシー
•「学校図書館の中にはいまだに「代本板」を
(略) プライバシーや自由な読書を侵害しても
なお教育指導上の必要性があるのか、あらため
て校内で検討するべきでしょう(p.53 山口)」
← もしかしたらSLAより弱気?
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3.3.4 学校司書/司書教諭の分担
•「蔵書の更新(収集・除架・除籍)を学校司書が
中心になり定期的に行いましょう。(p.65 田
村・篠原・山口)」

•「学校図書館は、学校図書館全体計画を策定し
ます(p.22)」
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3.4 放送大
前田稔, 堀川照代. (2021.3).

• 第1章以外は前田先生が書かれる
• 図表や写真は大学の先生がスライドに載せるほ
うが効果的なので「本書では、あえて本文にお
ける図表や写真を少なくしてあります。(p.4)」
「独習の場合は(略)スマートフォン等を使って
資料や実物を調べてみてください(p.4)」
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• 学校司書だけが学校図書館サービスをするわけ
ではないので「本書では、主語として学校司書
を使用する場面をあえて少なくしたうえで、
「学校図書館が○○する」という記述(p.4

前田)」

32



3.4.1 学校図書館観
•「学校図書館の館長は校長である(p.19 堀川)」
•「図書室(場所)から図書館(場所と機能)へと意
識を転換する(p.28)」
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3.4.2 プライバシー
• 代本板は「プライバシーを重視する流れもあ
り、ほとんど使用されていない(p.94)」
「代本板を使うと、子供があまり考えずに本を
戻すことができるため、情報活用能力の育成と
いう観点からすると、必ずしも合理的な方法で
あるとは言えない面もある(p.94)」
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3.4.3 前田先生のこだわり
•「利用指導の側面もあり、閲覧した際に元に戻
す指導を徹底させていくことに教育的意義が認
められる(p.94)」
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•「図書委員がカウンターの当番をする際のルー
チンワークを用意すること自体が教育的な試み
(p.38)」

•「新しい図書を購入したほうが安上がりな場合
も多い。とは言え、(略) 修理され、大切に扱わ
れている本を手に取った子供にとって、図書を
大事に扱うという意識喚起の意義も認められ、
ひいては、物を大切にしていくことに向けての
教育作用も認められよう。(p.53)」
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